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する反応は、非常にそう思う（4 点）、かなりそう思う（3 点）、少しそう思う（2 点）、全くそう思わな






自尊感情得点を従属変数，学校と性を独立変数とする 2（時期）×2（学校）×2（性）の 1 要因を被
験者内要因とする 3 要因混合計画の分散分析を行った。 
その結果，時期の主効果が有意（F（1,133）=24.15,p<.001）であり，2 校ともに 6 月より 2 月の得点が
低かった。また，6 月の時点ではＢ中学校よりのＡ中学校の方が得点は有意に高かった（F（1,180）
=4.52,p<.05）が，2 月の時点では 2 校の得点には統計的な差は見られなかった。時期・学校別・性別の
















Ａ中 男 28 25.21 22.61
(6.66) (5.63)
女 24 25.33 22.96
(5.68) (5.78)
Ｂ中 男 38 24.34 22.84
(6.42) (6.47)














学校適応感（6 月・2 月）の各下位尺度得点を従属変数，時期および 6 月の自尊感情得点の平均値に
よって高低に 2 分された群と学校を独立変数とする 2（時期）×2（群）×2（学校）の 1 要因を被験者










学校別・自尊感情群別の学校適応感下位尺度得点の基本統計量を Table2 に示す。 
 
Table2　　学校別・自尊感情群別の学校適応感下位尺度得点の平均と標準偏差
部活動 （６月) 20.27 (3.02) 19.00 (4.31) 19.82 (4.99) 18.09 (4.80)
（２月） 19.30 (4.41) 14.42 (5.12) 17.49 (5.51) 16.91 (5.03)
教師関係 （６月) 15.52 (4.70) 11.21 (2.68) 17.90 (3.34) 14.07 (4.44)
（２月） 13.88 (5.04) 10.63 (3.06) 15.87 (4.68) 12.63 (4.47)
家族関係 （６月) 18.88 (4.28) 16.63 (4.67) 19.15 (3.48) 17.07 (4.57)
（２月） 18.94 (3.57) 14.58 (3.59) 17.56 (4.19) 14.76 (4.48)
学習関係 （６月) 16.27 (4.01) 12.68 (2.58) 16.51 (4.49) 13.87 (4.00)
（２月） 14.21 (3.71) 10.42 (2.48) 15.10 (4.66) 12.43 (3.50)
メンタルヘルス （６月) 10.73 (3.32) 14.89 (3.73) 10.95 (3.62) 15.65 (4.03)
（２月） 11.45 (3.54) 13.84 (4.94) 11.67 (3.80) 15.65 (3.81)
低群 高群 低群 
 N =39  N =46
　　左側：下位尺度得点平均値　　右側：標準偏差




















学校適応感の下位尺度の一つである「家族関係」において，Ａ中学校の自尊感情高群は 6 月から 2 月
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注（1）この杖道教育プログラムの特徴は，単なる武道・武術の復古ではなく，形から入る教育という点にあり（前原，2009），
杖道とよばれる「杖」（じょう，つえとよばれる木製の棒）を用いた現代武道を体験する。基本的技術の習得だけでは
なく技の意味や相手との関係を考えることで，これらの過程で生じた課題に向かって真剣に努力し，自他共に向上する
ことを喜ぶ人間関係を持つことができるようになることが期待される。このように日本の伝統的な礼法や作法に気づき，
固有の人生を充実させ社会で生きていくため，学習や生活に生かせるものを生徒たちにつかませることを目的とし，学
年全体で取り組まれている。 
 
Figure2
学校別・群別の家族関係得点の変化
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